
◆
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
比
率
ま
だ
１６
％

◆
再
生
工
場
新
設
ラ
ッ
シ
ュ

◆
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
需
要
急
上
昇

◆
自
動
回
収
機
利
用
に
注
目

◆「
買
い
物
つ
い
で
」に
期
待

◆
店
舗
の
配
送
ル
ー
ト
活
用

◆
民
間
活
用
で
循
環
社
会
へ

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｍ
Ｒ
）
へ
の
適
性
の
高
さ
か

ら
、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等

生
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
�
。
か
ね
て

各
種
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
が

盛
ん
だ
っ
た
が
、
飲
料
大
手

は
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

を
よ
り
消
費
者
に
明
示
し
や

す
い
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル

（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
）」
の
実
現
を

目
指
す
方
針
を
相
次
い
で
打

ち
出
し
始
め
た
。
そ
の
裏
面

で
使
用
ず
み
ボ
ト
ル
の
「
奪

い
合
い
」
へ
の
懸
念
が
高
ま

る
一
方
、
有
効
利
用
率
の
拡

大
に
向
け
て
機
械
メ
ー
カ
ー

な
ど
も
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。

飲
料
大
手
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
戦

略
を
続
々
と
打
ち
出
す
な
か
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

化
」
は
一
大
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
（
表
）。
脱
炭
素
化

に
貢
献
す
る
バ
イ
オ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
導

入
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
や
は
り

外
せ
な
い
目
玉
施
策
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

リ
サ
イ
ク
ル
。
資
源
循
環
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
だ
け
で
な
く
、
直
近
で

は
各
社
が
対
応
に
苦
慮
す
る
原
燃

料
価
格
の
高
騰
な
ど
も
動
因
と
な

り
、
こ
の
動
き
は
さ
ら
に
加
速
し

そ
う
だ
。

日
本
で
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
リ
サ
イ
ク

ル
の
比
率
は
１５
・
７
％
に
と
ど
ま

る
も
の
の
、
カ
ス
ケ
ー
ド
リ
サ
イ

ク
ル
や
海
外
輸
出
な
ど
を
含
め
る

と
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
８８
・

５
％
と
高
い
水
準
に
あ
る
（
２０
年

度
）。
こ
れ
ま
で
約
３０
年
か
け
て

�
家
庭
系
ご
み
と
し
て
の
自
治
体

・
容
リ
ル
ー
ト
（
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
則
っ
た
処
理
ル
ー

ト
）
回
収
�
駅
や
ビ
ル
内
で
の
事

業
系
回
収
�
の
２
系
統
が
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た

成
果
と
言
え
る
も
の
だ
。「
欧
州
と

異
な
っ
て
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
な

か
で
も
圧
倒
的
な
高
さ
」（
業
界
関

係
者
）
と
い
う
の
が
共
通
認
識
で
、

こ
の
国
情
を
ど
う
生
か
す
か
が
今

後
問
わ
れ
る
。

国
内
に
お
け
る
指
定
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
の
販
売
量
は
年
間
約
６０
万
�

で
推
移
す
る
な
か
、
す
で
に
回
収

率
は
９０
％
台
と
安
定
し
て
い
る
。

回
収
量
は
�
と
�
で
約
３０
万
�
ず

つ
。
自
治
体
回
収
品
の
行
き
先
は
、

容
リ
ル
ー
ト
が
約
２０
万
�
、
残
り

１０
万
�
が
自
治
体
の
独
自
入
札
に

よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
に
売
却
さ

れ
る
（
図
の
棒
グ
ラ
フ
）。

こ
う
し
た
な
か
で
、
国
内
で
Ｂ

ｔ
ｏ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
行
で
き

る
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
は
事
実
上
、
協

栄
産
業
、
遠
東
石
塚
グ
リ
ー
ン
ペ

ッ
ト
、
日
本
環
境
設
計
の
３
社
に

限
ら
れ
る
。
直
近
で
は
飲
料
大
手

や
小
売
り
業
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ

再
生
工
場
の
新
増
設
が
相
次
い
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
は
工
場
の
立
地

が
東
日
本
に
偏
っ
て
い
た
が
、
西

日
本
に
も
手
を
広
げ
る
動
き
が
目

立
つ
。

協
栄
産
業
は
昨
秋
以
降
、
合
弁

会
社
の
協
栄
Ｊ
＆
Ｔ
環
境
（
三
重

県
津
市
）
で
フ
レ
ー
ク
工
場
と
ペ

レ
ッ
ト
製
造
ラ
イ
ン
を
稼
働
。
同

社
に
は
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
が
共
同
出
資
し
て
お

り
、
小
売
り
業
の
注
力
度
の
高
さ

が
垣
間
見
え
る
。
遠
東
石
塚
は
今

後
、
兵
庫
県
姫
路
市
で
新
プ
ラ
ン

ト
の
稼
働
を
予
定
。
両
社
が
東
日

本
に
持
つ
既
存
プ
ラ
ン
ト
と
合
わ

せ
る
と
、
そ
の
処
理
能
力
は
「
現

状
の
１
・
５
倍
近
い
４５
万
�
／
年

以
上
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」（
関

係
者
）
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
日

本
環
境
設
計
が
子
会
社
の
ペ
ッ
ト

リ
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
川

崎
市
）
で
保
有
す
る
２
万
�
／
年

あ
ま
り
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
加

え
る
と
、
現
状
の
ボ
ト
ル
生
産
・

回
収
量
の
母
数
と
比
べ
て
も
か
な

り
の
規
模
だ
。

再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
が
加
速

度
的
に
高
ま
り
各
社
が
回
収
・
処

理
体
制
を
着
々
と
強
化
す
る
な

か
、
使
用
ず
み
ボ
ト
ル
が
奪
い
合

い
に
な
る
の
は
必
至
だ
。
関
係
者

は
「
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
小
売
り
業

は
数
値
目
標
を
公
表
し
た
以
上
、

何
と
し
て
も
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
向
け
を
確

保
し
に
く
る
だ
ろ
う
」
と
強
調
。

「
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
要
請
を

背
景
と
し
て
入
札
水
準
が
高
値
に

な
っ
て
い
く
と
し
た
ら
、
こ
れ
ま

で
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
を
下
支
え
し

て
き
た
中
小
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
は
ど

う
な
る
の
か
」
と
危
機
感
を
あ
ら

わ
に
す
る
。

足
元
の
落
札
単
価
は
、
原
料
高

の
影
響
な
ど
も
相
ま
っ
て
急
激
に

高
騰
し
て
い
る
（
図
の
折
れ
線
グ

ラ
フ
）。
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
へ
の
使
用
ず
み
ボ
ト
ル
の
輸
出

が
減
っ
て
域
内
利
用
の
パ
イ
が
若

干
増
え
た
と
は
い
え
、
こ
う
し
た

先
行
き
不
透
明
な
要
因
が
収
ま
ら

な
い
な
か
で
新
た
な
環
境
対
応
ニ

ー
ズ
が
立
ち
上
が
る
と
、
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
が
さ
ら
に
広
が
る
恐
れ
が

あ
る
。
カ
ス
ケ
ー
ド
の
延
長
上
で

あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
用
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

の
衣
料
品
な
ど
で
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
市
場
を
俯

瞰
し
た
視
点
か
ら
環
境
施
策
を
考

え
る
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
原
料
を
繰
り
返
し
有

効
利
用
す
る
た
め
、
主
に
Ｂ
ｔ
ｏ

Ｂ
の
分
野
で
は
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
の
一
方
、
カ
ス
ケ
ー
ド
向

け
を
含
め
て
「
そ
も
そ
も
回
収
時

に
高
品
位
の
使
用
ず
み
ボ
ト
ル
を

集
め
や
す
く
す
る
方
策
」
と
し
て

注
目
が
集
ま
る
の
が
、
自
動
回
収

機
の
利
用
だ
。

飲
料
容
器
回
収
機
の
世
界
大
手

と
し
て
知
ら
れ
る
ト
ム
ラ
は
、
日

本
市
場
で
は
住
友
商
事
と
の
合
弁

会
社
と
し
て
ト
ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
中
央
区
、
ソ
ニ
ー
・
ソ

ー
ダ
�
バ
ー
グ
社
長
）
を
展
開
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
主
要
顧

客
と
す
る
回
収
機
の
設
置
・
販
売

事
業
を
手
が
け
、
主
に
事
業
系
回

収
向
け
で
業
容
拡
大
を
目
指
す
。

同
社
の
選
別
機
は
、
す
で
に
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
や
ヨ
ー
ク
マ
ー

ト
な
ど
が
展
開
す
る
関
東
圏
の
店

舗
を
中
心
に
６
０
０
台
ほ
ど
が
稼

働
し
て
い
る
。
２１
年
の
使
用
ず
み

ボ
ト
ル
回
収
量
は
約
１
万
６
０
０

０
�
に
達
し
た
。
高
品
位
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
得
る
た
め
に
は
消
費
者
に
洗
浄

ず
み
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
が
、
残
液
が
付
着
し

た
ボ
ト
ル
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
に
適

さ
な
い
も
の
は
、
回
収
機
が
搭
載

す
る
セ
ン
シ
ン
グ
機
能
で
あ
ら
か

じ
め
排
除
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
ト
ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
佐

藤
達
副
社
長
は
「
非
デ
ポ
ジ
ッ
ト

圏
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
場
合

は
分
別
回
収
へ
の
理
解
度
が
高

い
。
持
ち
込
み
前
の
洗
浄
に
も
理

解
を
得
や
す
い
た
め
、
欧
州
と
は

異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
必
要

で
あ
り
な
が
ら
回
収
機
が
な
じ
み

や
す
い
市
場
と
言
え
る
」
と
指
摘

す
る
。

日
本
進
出
か
ら
１４
年
を
経
て
見

え
て
き
た
の
が
、
自
治
体
回
収
の

頻
度
が
少
な
い
郊
外
・
地
方
部
で

の
有
用
性
だ
。
佐
藤
氏
は
、「
都
市

部
で
は
な
か
な
か
想
像
が
つ
き
に

く
い
が
、『
捨
て
ら
れ
な
い
こ
と
』

は
消
費
者
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
る
」
と
強
調
。
週
に
１

回
ほ
ど
車
で
買
い
物
に
行
く
と
い

う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
場
合
、
店

頭
で
の
回
収
シ
ス
テ
ム
と
し
て
回

収
機
を
有
効
活
用
で
き
る
と
に
ら

ん
で
い
る
。

「
ご
み
捨
て
と
同
時
に
買
い
物
」

と
い
う
来
店
パ
タ
ー
ン
は
、
回
収

機
を
設
置
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
店
舗
側
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ト
ム
ラ
の
回

収
機
は
、
ス
ー
パ
ー
が
発
行
す
る

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
利

用
履
歴
を
記
録
し
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
機
能
が
あ
る
。
１
本
当

た
り
の
付
与
ポ
イ
ン
ト
は
０
・
２

円
相
当
だ
が
、
車
で
来
る
た
め
一

度
に
多
く
の
持
ち
込
み
量
を
期
待

で
き
る
郊
外
型
ス
ー
パ
ー
で
は
十

分
に「
お
得
感
」
を
訴
求
で
き
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。
ス
ー
パ

ー
側
で
は
固
定
客
の
獲
得
や
来
店

頻
度
の
増
加
に
つ
な
が
る
差
別
化

戦
略
と
し
て
回
収
機
を
導
入
す
る

よ
う
に
な
り
、「
す
で
に
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
機
能
し
始
め
た
」（
ト

ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
小
山
速
人
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）と
い
う
。

ト
ム
ラ
は
各
店
舗
で
回
収
し
た

使
用
ず
み
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ラ

ー
向
け
に
販
売
す
る
が
、
回
収
ビ

ジ
ネ
ス
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る

の
は
輸
送
コ
ス
ト
。
そ
こ
で
同
社

は
ス
ー
パ
ー
側
の
協
力
を
得
て
、

各
店
舗
に
商
品
配
送
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
戻
り
便
に
使
用
ず
み
ボ
ト
ル

を
混
載
し
て
も
ら
う
回
収
方
式
を

一
部
で
導
入
し
た
。
こ
の
仕
組
み

を
活
用
す
れ
ば
、
ト
ム
ラ
が
自
社

で
ト
ラ
ッ
ク
や
人
員
を
確
保
し
な

く
て
も
安
定
的
な
回
収
体
制
を
築

け
る
。

都
市
部
で
も
ス
ー
パ
ー
な
ど
小

売
り
業
者
と
連
携
し
た
回
収
ス
キ

ー
ム
を
検
討
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共

用
部
に
回
収
機
を
設
置
す
る
引
き

合
い
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。「
回

収
の
し
や
す
さ
を
考
え
る
と
、
１０

階
建
て
以
下
の
比
較
的
低
層
で
、

か
つ
２
０
０
戸
以
上
の
規
模
を
持

つ
マ
ン
シ
ョ
ン
を
主
要
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
狙
い
た
い
」（
小
山
氏
）。

都
市
部
で
も
近
隣
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
連
携

し
、
近
隣
店
舗
の
配
送
ル
ー
ト
を

活
用
し
て
各
マ
ン
シ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
な
ど
を
回
収
し
て
も
ら

う
仕
組
み
を
検
討
。
住
居
で
回
収

す
る
た
め
段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
と
い

っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
以
外
の
回
収

品
目
も
多
く
、
古
紙
回
収
機
と
の

併
設
提
案
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
の
施
行
か
ら
１
カ
月
�
。
各
地

の
自
治
体
で
は
容
器
包
装
プ
ラ
と

製
品
プ
ラ
の
一
括
回
収
な
ど
の
動

き
が
加
速
し
て
い
る
。
自
治
体
回

収
の
変
化
と
と
も
に
、
ト
ム
ラ
な

ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な

「
企
業
に
よ
る
自
主
回
収
の
普
及

・
拡
大
」
も
資
源
循
環
を
推
進
す

る
う
え
で
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る

だ
ろ
う
。
回
収
な
ど
に
か
か
る
輸

送
コ
ス
ト
は
自
治
体
回
収
も
直
面

す
る
課
題
で
あ
り
、
民
間
の
技
術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
回
収
ル

ー
ト
の
多
様
化
が
待
た
れ
て
い
る
。

〔飲料メーカー各社の水平リサイクル目標〕

水平リサイクルの目標

３０年までにボトルｔｏボトル（ＢｔｏＢ）比率を５０％にする

２２年には国内での１００％サステナボトルを５０%まで高める。３０年まで

に世界で使用する全ＰＥＴボトルの１００％サステナブル化を目指す

２２年までにリサイクルＰＥＴ樹脂使用率５０％。リサイクルＰＥＴ樹

脂または植物由来 PET樹脂を使用したＰＥＴボトルの割合を１００％

にする

３０年までに、プラスチック製容器包装(ＰＥＴボトル、ラベル、キャ

ップ、プラスチックボトル)の全重量の６０％にリサイクルＰＥＴ、植

物由来の環境配慮素材などを使用することを目指す

２７年にはＰＥＴボトルのリサイクル樹脂比率を５０％に、５０年には１００

％にする「キリングループプラスチックポリシー」を設定

２５年までに「お～いお茶」ブランドの全ＰＥＴボトル製品を１００％リ

サイクル素材など(生物由来素材を含む)への切り替えを目指す

２８年に廃棄物の単純焼却と埋め立てを１９年比５０％削減する

３０年にリサイクルＰＥＴおよび植物由来ＰＥＴ使用割合１００％とする

団体・企業

全国清涼飲料連合会

サントリーグループ

国内コカ・コーラ

６社

アサヒグループＨＤ

キリンビバレッジ

伊藤園

大塚ＨＤ

ト
ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
小
型
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
回
収
機
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｒ
Ａ

Ｍ
７
」。

小
規
模
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設
置
に
向
く

取り組み進むＰＥＴ水平リサイクル

�ボトル争奪戦�必至

高品位・効率回収、輸送コスト低減へ前進

原
料
高
な
ど
で
落
札
単
価
急
騰

ト
ム
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
大
型
機
「
Ｔ
�
５３
Ｓ
」
は
中
規
模
以
上
の
ス
ー
パ
ー
へ
の
設
置
が
主
。

高
速
処
理
が
可
能
で
連
続
投
入
に
対
応
し
、
ボ
ト
ル
を
圧
縮
し
て
８
５
０
本
分
を
保
管
で
き

る
（
５
０
０
�
�
品
換
算
）

（１０）２０２２年（令和４年）５月１６日（月曜日）（第三種郵便物認可）第２４７７３号


